
２月

３月

12月

１月
〇上旬　初釜(茶会)

10月

11月
〇下旬　炉開き(茶会)

８月
〇6日（火）中央研究会
〇8日（木）中部地区交流会
〇30日（金）・31日（土）文化祭茶席

９月

６月

７月

４月
〇5日（金）入学式野点
〇22日（月）部活動集会

５月

月 参加予定大会等 その他

活動
方針

○生徒の健康管理に十分に配慮し、適正な休養日を確保する。
○学校生活や授業等に支障のない範囲で、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。
○個々の技術向上を目指すとともに、伝統を重んじ作法や心構えを学ぶ。

休養
日

活動
時間

○平日は毎週講師の指導を受ける水曜日と、自主稽古を行う月曜日と金曜日を活動日とし、火曜日、木曜日は活
動を行わない。また、土日の活動は実施しない。
○夏季休業中の活動は文化祭の準備に１０日程度実施する以外は実施しない。その際の活動は水曜日と後期課外
の午後に行う。

○講師の指導を受ける水曜日は18:00まで、自主稽古を行う月、金曜日は17:30までを活動時間とする。後片
付けまでを効率的に行い、指定の時間までに全員活動場所の明鏡寮を出ることとする。

栃木県立宇都宮女子高等学校茶道部の活動方針及び年間活動計画等

顧問名 ◎益子由紀子　〇関春江

目標

○茶道部の活動を通して、日本の伝統文化に触れ、その奥深さを経験する中で豊かな人間性を育む。趣旨を踏ま
え、学校の教育活動の一環として実施し、生徒が充実した学校生活を送ろうとする主体的な態度を養う。
○異年齢との交流の中で、生徒同士や生徒と教師等の望ましい人間関係の構築を図るとともに、社会人として必
要な協調性やコミュニケーション能力、自己肯定感、責任感、連帯感を育成する。
○安全管理を徹底し、活動中に起きた「ヒヤリ・ハット」事例を共有して安全対策を講じるなど、学校全体での
意識高揚をはかりながら、生徒が安心安全に参加できる運営を行う。


